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ご利用者様の作品



早いもので今年度ももう半分が過ぎました。ご利用の皆様と共に過ごした夏の活動を各事業部より
報告致します。

児童発達支援

１ トピックス

2 活動報告

啓蒙活動

日頃より当法人の運営にご支援・ご協力いただき、関係者の皆様には感謝申し上げます。

今年も暑い日が続きましたね。皆さま、いかがお過ごしでしょうか。
我が家の毛むくじゃらの犬にとっては朝夕の散歩は陽ざしが強敵ですが、畑のブルーベリーにとって日当
たりはごちそう。次々と濃い紫色になっていきます。
絶対的な善い・悪いはなく、状況次第ということですね。

このことを支援に活かしているのが、グッドウェイ・モデル（Good Way model）。
グッドウェイ・モデルでは、
絶対的に善い行動も悪い行動もない。
（ライブで大きな声で歌うのは善いが、図書館で大きな声で歌うのはよくない）
絶対的に善い感情も悪い感情もない。
（不安は善い感情と思われていないが、自分や誰かを守るためのきっかけになりうるとしたら、不安だっ
て必要な感情）
絶対的な善人も悪人もいない。
（誰にでも善いところと悪いところがある。）

この立場に立って、私たちが今生きている社会のルールや文化的な基準を学び、どのような行動が善いこ
とか、悪いことかを理解し、トラブルを避けるために、自分はどちらの意見に耳を傾けるかを選べるよう
にする考え方です。
この考え方を支援者の方にご紹介すると、子どもや若者との対話が変わってくるそうです。
「ねぇ、あなたの善いところはなんて言っているの？あなたの悪いところはなんて言っているの？でもっ
て、あなたはどちらの声をきくことにする？」
子どもにも若者にも、私たちにも選択できる権利があるってことですね。

■にこそらくらぶで夏祭りを実施しました！

にこそらくらぶで初めて、親子参加型での夏祭りを開催しました。くじびき、的当て、輪投げ、魚釣り、か
き氷を行いました。
当日に向けて、子どもたちと話し合いながら看板や魚釣りの水槽などをつくりました。
制作を通して、自分と相手とのやりたいことが違ったときに、「こっちがいい」と自分の意見を相手に伝え
たり、「いいよ」と相手の意見を聞き入れたり、決められないときには「じゃんけんしよう」と提案したり
して、子どもたち同士で話し合える場面がたくさん見受けられました。
我々大人にとっては当たり前のことかもしれませんが、子どもたちにとっては仲間意識や相手の気持ちを考
えるといった、とても高度なことです。
にこそらくらぶでは、『対人関係』にじっくりと焦点を当て、他児と関わる・協力するプログラムを設定し、
「誰かと一緒にやることもわるくないな」という経験ができるように支援しています。幼稚園保育園などで
は、なかなか時間をかけてはできないサポートを今後も続けていきたいと考えています。

【表紙の作品紹介】
就労移行支援に通われている方の作品です。
ちびむすドリルというサイト内に掲載されている、イラストレーター TOKUDOMEさん
（URL https://happylilac.net/sk1801300938.html）のイラストに色を重ねて作り上げられた作品です。
今回表紙に掲載の依頼をしたところ、快くご承諾いただきました。
ご協力ありがとうございました。



放課後等デイサービス

■みんなが気持ちよく過ごすためのお願い

そらまめに来るみんなが楽しく、そして気持ちよく過ごせるように、ちょっとしたお願いがあります。ま
ずは、そらまめに来たときや帰るときには、「こんにちは」と「さようなら」のあいさつを大切にしま
しょう。あいさつって、なんだか気持ちが明るくなる魔法みたいです♪。
宿題や勉強の時間は、しずかに集中できるようにしましょう。もしわからないことがあったら、遠慮せず
に先生に質問してみてください。先生はみんなをサポートするためにいるので、いつでも頼ってください。
宿題や勉強は、無理のない量で大丈夫です。どれくらいやるか、先生と一緒に決めましょう。無理なく、
楽しく学ぶことが大切です。
使ったものは、先生に返してお片づけをしてから帰りましょう。みんなでお片づけをすれば、次の日も気
持ちよく使えます。
ゲームやスイッチは、おうちで使うのが基本です。でも、お楽しみ会や土曜日には持ってきてもOKです。
そのときは、お友だちと楽しく遊びましょう。もし、どうしても貸したくないゲームがあったら、そらま
めには持ってこないほうがいいかもしれません。
おもちゃを持ってきたいときは、先生に相談してみてください。お友だちに貸したくないときも、同じよ
うに相談してみましょう。
みんなの大切な持ち物には、名前を書いておくと安心です。困ったことや心配なことがあったら、いつで
も相談してください。みんなで解決方法を考えていきましょう。

※当日に向けて、リンケージの就労支援をご利用中の皆様にもご協力いただき、飾りのガーランド、
魚釣り用のお魚・景品用の子どもたちが大好きなキャラクターの折り紙等をつくっていただきまし
た。当日もかき氷をつくっていただきました。また、相談支援事業所リンケージのスタッフにも数
日にわたりお手伝いいただいたり、当日ご利用されていた放課後等デイサービスのご利用者様ご家
族にも参加していただくなど、リンケージが一体となった大盛況のお祭りとなりました。ご協力い
ただいた皆様、本当にありがとうございました。

■ソーシャルスキルクラブ

今回は8月24日に行ったクレープ作りの内容を書きたいと思います。
最初に、どんな具材を使うかをみんなで意見を出し合い、楽しい話し合いが行われました。その後、買い
物班と室内準備班に分かれて作業を開始。買い物班は、予算内で美味しい具材を見つけるために工夫を凝
らしながら選びました。一方、室内では準備班が机や食器の用意をしてくれました。
調理活動が始まると生地作りやフルーツのカットをしてくれて、順番にクレープを焼く作業が進められま
した。みんなが協力し合って作り上げたクレープは、見た目も美味しそうで完成したクレープの写真も撮
らせてもらいました。みんなの満足そうな顔が印象的でした。



クレープ作りを通して、協力し合う楽しさやソーシャルスキルを学ぶ貴重な経験ができました。

■ものづくり・創作活動で能力を発揮する方がいます

リンケージの就労移行に通う方は皆さん発達の何らかの特性があり、就労のためのトレーニングを受け
ているのですが、当然ながら人によって得手不得手はさまざまです。だからこそ、どんなことが好きな
のか、苦手なのかというのをリンケージのトレーニングで見つけていきます。そんな中、とっても手先
が器用だったりアイデアが豊富だったりして、ものづくりや創作活動などで力を発揮する方もいらっ
しゃいます。下記の写真もそのひとつ。こんなものが作れるって、素敵ですね！

■そらまめの夏祭りをお手伝いしました！

就労移行支援リンケージ（就リン）では、児童発達支援そらまめに来ている子どもたちの夏祭りに協力
しました。夏祭りの飾りつけを作ったり、折り紙で当日子どもたちに渡す景品を作ったりと、たのしく
バックアップさせていただきました。また、就リン生のうち2名が、当日の夏祭りのスタッフのお手伝い
をおこないました。子どもたちに景品を渡したり、「いらっしゃい」と声をかけたりして、子どもたち
との交流を楽しんでいました。後日、子どもたちからそのお手伝いへの感謝のお手紙が届き、とても嬉
しく読ませていただきました！

就労移行支援・就労定着支援

これからも、参加者が楽しく学びながら成長できる活動を提供していきたいと思います。



3 情報提供

■就職・就労定着支援の現状

7・8月は、就職者が数名出て、長く在籍していた方が卒業されていきました。スタッフ一同、嬉しい  
反面寂しい気持ちも感じつつ、新たな門出をみんなで喜びました。
年度がかわってしばらく経つと、職場でもいろいろなことが起こります。上司が変わる、職場が 
移転する、同僚や先輩が変わる、仕事が増える、仕事のやり方が変わる、などの様々なことが起こり
ます。このような状況の変化のサポートをおこなうべく、職場訪問をおこなって、就労定着支援をお
こなっています。

この欄では毎回皆さまが皆さまらしく生きるためのヒントとなるような情報などをお伝えできたらと
思っております。

今回のテーマは「アンガーマネジメント」です。
リンケージの就労移行支援での講座で「感情とのつきあい方講座」というものがあり、その中でアン
ガーマネジメントを紹介しています。「怒り」のエネルギーはとても大きいもので、出し方を間違える
と、意図せずに人間関係を台無しにしてしまうこともあります。また、これを書いている私自身もその
「怒り」という強いエネルギーを感じたときに、その感情とのつきあい方を学びたい、これ以上失敗し
たくない！という思いもあるため、今回皆さんに共有させていたただきたいと思います。

アンガーマネジメントの目標は、
① 自分で選んで怒れるようになること
② 上手に怒りをつたえられるようになること
※相手を傷つけない、自分を傷つけない、ものを壊さない

アンガーマネジメントの目標は、怒らなくなることではありません。怒っていいんです！
ただ、「怒り」の性質を知っているだけで、自分の気持ちも楽になりますし、適切な対処法もわ
かってくる。その性質をみていきましょう。

相談員は日常的にかかわらせていただく支援ではありません。みなさんは少し遠い存在に感じら
れることもあるのではないでしょうか。計画相談やモニタリングなどの際、近況を伺ったり、自
分たちの立てたサービス利用計画が皆さまのお子様やご自身のお役に立てているかを見直したり
しています。複雑な福祉サービスの利用手続きや日々変化する地域資源の情報源として、ご活用
いただける機会があるかもしれません。皆様がより充実した家庭、幼稚園や保育園、学校、職場、
地域生活が送れるよう一緒に考えさせていただきたいと思っています。お気軽にお声がけいただ
けると嬉しいです。

相談支援



【怒りの性質③】
怒りの原因となるもの
1. ストレス要因が多すぎる

どんなに感情をコントロールするのが上手な人でも、ストレス要因が多くなるとイライラを抑え
ることが難しくなります。ストレス要因としては、過労、多忙、空腹、うまくいかない人間関係、
難しすぎる仕事など…。そんなときは休養が必要です。

2． 相手に期待する気持ち 自分の中の「～べき」
期待が裏切られると、失望や悲しみといった「第一次感情」を感じ、「第二次感情」の怒りが生
まれやすくなります。また、怒りは、家族や友達など身近な人に対して特に強くでる傾向があり
ます。身近な人や長く一緒にいる相手ほど、思い通りに動いてくれるはず、きっと分かってくれ
るはずという甘えや期待が高くなるためです。自分の中にどのような「相手に対して～べき」が
ありますか。価値観は人それぞれであり、自分と相手の「～べき」や、その程度が違っているこ
とを理解しておくことが大切です。

【怒りの性質④】
怒りの表し方にはクセがある
私たちには、自分が普段から触れている感情が、もっとも使いやすいものだと無意識に刷り込みをさ
れている傾向があります。身近な人が、普段よく使う感情が「怒り」である場合、相手にもっとも伝
わりやすい感情として学習し、自分も「怒り」を選択しやすくなります。反対に、普段よく触れる感
情が「喜び」である場合、相手にもっとも伝わりやすい感情と学習して「喜び」を選択しやすくなる
といった傾向があります。
あなたの怒りの表し方にはどのようなクセがありますか？それは身近な誰かに似ているでしょうか？

【怒りの性質①】
怒りは「自分や大切なものを守る」ために必要な感情
私達が怒るのは、自分が大切にしているものや、守りたいと思っているものを雑に扱われたときや、
攻撃されたと感じるとき。自分の身に危険が迫ると怒りを感じる「防衛感情」です。自分の怒りに着
目すると、自分が何を大切にしているかがわかります。

【怒りの性質②】
怒りが生まれるメカニズム
怒りの感情の根っこは、「不安・悲しみ・辛さ・不安」などのネガティブな「第一次感情」がありま
す。その「第一次感情」のコップがいっぱいになり、我慢の限界に達することで、「第二次感情」と
しての怒りという感情に変わり、溢れだします。
まず、怒りのもとになった自分の気持ち「第一次感情」に目を向けてみましょう。



→「約束を守ってもらえなくて、とても悲しかった」
怒ったときに大きな声を出したり、強く吐き出したからといって解決するとは限らず、本当にわ
かってほしいことが伝わりづらくなってしまいます。また、相手も怖くなって逃げだしてしまった
り、不快になって話を聞こうとしなくなってしまったりと、肝心な伝えるということができなく
なってしまいます。
怒りのエネルギーはとても強く、怒るとドッと疲れてしまいますよね。そんなときは自分なりのリ
ラクゼーションなど気分転換の方法を身につけて休ませてあげましょう。
そして自分も周りの人も安心して過ごすために、怒りの感情と上手に付き合っていきましょう。

【怒りの性質⑤】
怒りのパターンは変えられる？
普段の自分の怒りについて思い出してください。怒ったことで、誰かを傷つけてしまったり、大切
な人との関係が壊れてしまったり、怒りで後悔することが多かったら、そのパターンを変えていき
ましょう。
1.怒りという感情で後悔しなくなるには…

怒りの表し方を自分で選択する
「反射的に怒った」→「自分の選択で『怒り方』を選んだ」
怒りのピークは「6秒」だと言われています。感情的に怒ってしまいそうだ…と思ったら、深呼
吸をしてみたり、その場を離れてみて徐々に冷静さを取り戻し、状況にふさわしい判断ができる
よう感情をリセットしてみましょう。

2. 怒りの感情を上手に伝えられるようになる
人を傷つけず、自分を傷つけず、モノにあたることなく「自分は怒っている」と表現できると、
あなたも他の人も辛い思いをしない、嫌な気持ちにならない。
そこで使うのが、
「Iメッセージ（アイ・メッセージ）」です。
相手を責めるのではなく、自分を主語にして、自分の気持ちとして語る
（例）「メールの返信はすぐにすべきだよ！」

→「メールの返信をくれないと、僕は不安になるんだ」
「あなたが約束を守らないからいけないのよ」

・大きな声でどなる ・強く怒る ・常にイライラしている
・人や物に当たる ・すぐに不機嫌になる
「情動感情」といって、喜怒哀楽の感情は周囲に影響を与えます。怒りのエネルギーは大きいので、
影響力も強いことが知られています。（イライラした人のそばにいると、自分までイライラするこ
とになりやすい。※この場合は、怒りは相手のもの、自分ではコントロールできない範囲のものだ
と受け止め、関わりは最小限とし、相手がイライラし始めたらその場か離れることも有効です。）
怒りは力の強いところから弱いところへ流されやすいという性質があります。例えば、
上司→部下、経験者→新人、客→店員、親→子といったように「八つ当たり」や「負の連鎖」が起
こりやすくなります。
また、表した怒りの向かう方向にもクセがあります。あなたの怒りはどこに向かっていることが多
いですか？
・相手に「なんでできないんだ！？」と当たる→怒りが他の人に向いている
・「自分はなんてダメなんだろう」→怒りが自分に向いている
・乱暴にドアを閉めたり、モノを投げたりする→怒りがモノに向かっている
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